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令和３年度第１回「教員等の出退勤時刻実態調査結果」【データ編】 
 

１ 調査方法等 
（１）調査対象教職員 
   校長、副校長、教頭、主幹教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、実習助手、講師 

（※フルタイム勤務職員全員） 
 
（２）調査期間  
  【１回目】令和３年 ６月１日（火）から ６月３０日（水）までの１か月間 

【２回目】令和３年１１月１日（月）から１１月３０日（火）までの１か月間 
   ※今回の調査結果は１回目の調査となります。 
 
（３）調査対象校 
   県内の公立小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校 

（千葉市立の学校及び市立高等学校を除く） 
 
（４）調査の実施方法 

①市町村立学校 
市町村立の小学校、中学校、義務教育学校及び市立特別支援学校においては、      

各市町村教育委員会が管下の教職員の実態をそれぞれの方法で把握し、当該月の 
平日及び土日における各出退勤時刻、在校等時間の平均、当該月の時間外在校等  
時間が４５時間を超える者の人数を取りまとめ、各教育事務所を通して県教育委 
員会に報告する。 

②県立学校 
県立の中学校、高等学校及び特別支援学校においては、ＩＣカード式タイム   

レコーダ及び管理システムを活用して出退勤時刻を記録し、対象職員の当該月の 
平日及び土日における在校等時間、当該月の時間外在校等時間が４５時間を超える
者の人数を管理職が取りまとめて県教育委員会に報告する。 

 
２ 調査結果について 

（１）全校種（市町村立学校、県立学校） 

①月当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える教諭等の割合 

職種（調査時期） 小学校 中学校 義務教育学校 高等学校 特別支援学校 

教諭等（Ｒ３.６月） ５９．５％ ７２．９％ ７６．２％ ３７．４％ １４．３％ 

※「教諭等」：主幹教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、実習助手及び講師 

教諭等における全校種の平均     ５３．６％ 
 
②月当たりの時間外在校等時間（校種別） 

職種（調査時期） 小学校 中学校 義務教育学校 高等学校 特別支援学校 

教諭等（Ｒ３.６月） ４９時間４９分 ６７時間 ６分 ５６時間５６分 ４２時間４２分 ３０時間２６分 

教諭等における全校種の平均     ５０時間３９分 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇月当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える教諭等の割合について、全校種の平均が５３．

６％だった。特別支援学校においては１４．３％だが、中学校や義務教育学校においては、７０％

を超えている。６月は行事が多く、学期のまとめの繁忙期である上、中学校では、部活動の大会

前であることも影響していると考えられる。 

〇月当たりの時間外在校等時間について、教諭等における全校種の平均は５０時間３９分であり、

県の目標である「４５時間を超えないようにする」を５時間３９分超えていた。高等学校、特別

支援学校においては、県の目標を達成できたが、中学校においては、平均が６７時間を超える 

実態であり、働き方改革を更に推進していく必要がある。 
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※令和２年度以降は在校等時間の調査であり、令和元年度までは在校時間の調査であるため、 

令和元年度までの調査結果は参考として掲載している。 

※令和２年度６月調査は、新型コロナウイルス感染拡大予防に係る臨時休校明けの状況を 

考慮し、調査を実施しなかった。   
 
 
① … 校外において職務として行う研修や児童生徒の引率等の職務に従事している時間 

   ② … 地方公共団体で定めるテレワークの時間 
   ③ … 勤務時間外における自己研鑽及び業務外の時間（教職員からの自己申告による） 
   ④ … 休憩時間 
 
           

 

 

 

 

（２）市町村立学校（小学校、中学校、義務教育学校、特別支援学校） 

①月当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える者の割合 

※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 小学校 中学校 義務教育学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） ３９．１％ ４７．２％ 〔３３．３％〕  〔５０．０％〕 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） ９０．５％ ９４．３％ 〔１００％〕 〔１００％〕 

教諭等（Ｒ３.６月） ５９．５％ ７３．１％ ７６．２％ ３２．３％ 

教諭等における市町村立学校全体の平均  ６４．２％ 
  
 
 
②月当たりの時間外在校等時間        ※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 小学校 中学校 義務教育学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） ４２時間１２分 ４５時間４４分 〔３４時間４０分〕 〔５９時間４５分〕 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） ７３時間５４分 ８１時間３８分 〔９１時間 ２分〕 〔９０時間２６分〕 

教諭等（Ｒ３.６月） ４９時間４９分 ６７時間１２分 ５６時間５６分 ３５時間２３分 

教諭等における市町村立学校全体の平均  ５５時間５６分 
  
 
 
（参考） 月当たりの時間外在校等時間が８０時間を超える者の割合 

※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 小学校 中学校 義務教育学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） ４．４％ ４．２％ 〔０％〕 〔０％〕 

〃  （Ｒ元.６月） ２．０％ ４．４％ 〔０％〕 〔０％〕 

〃  （Ｈ30.６月） ４．２％ ５．９％ 〔０％〕 〔０％〕 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） ３２．９％ ５０．９％ 〔７５．０％〕 〔８０．０％〕 

〃  （Ｒ元.６月） ３８．９％ ５６．９％ 〔５０．０％〕 〔０％〕 

〃  （Ｈ30.６月） ４４．４％ ５８．７％ 〔８３．３％〕 〔０％〕 

教諭等（Ｒ３.６月） １０．４％ ３４．５％ ２７．６％ ０．４％ 

〃 （Ｒ元.６月） １２．１％ ３８．０％ ３３．３％ ０％ 

〃  （Ｈ30.６月） １３．２％  ３６．４％ ３５．４％ ０％ 

※令和元年度までは「月当たりの時間外の在校時間が８０時間を超える者の割合」として算出 
  

在校している時間 在校等時間 ①及び② ③及び④ 

在校時間 学校に在校している時間 出張等校外で業務に当たっている時間 

※Ｒ３.６月の県立学校の教諭等における１日当たりの時間外「在校時間」と「在校等時間」の差異は約２分となり、

他の学校種においても、その差異はほぼ同じと想定し、参考として経年比較する。 

休憩時間 
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③平日における１日当たりの時間外在校等時間 ※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 小学校 中学校 義務教育学校 特別支援学校 

校長 （Ｒ３.６月） １時間５２分 ２時間 １分 〔１時間４２分〕 〔２時間３３分〕 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） ３時間１６分 ３時間２６分 〔４時間１６分〕 〔４時間 ２分〕 

教諭等（Ｒ３.６月） ２時間１４分 ２時間４２分 ２時間４０分 １時間 ７分 

※７時間４５分を超えた在校等時間を算出 
 
 
 
 

④平日の１日当たりの在校等時間      ※〔 〕は母数が少ないため参考値 

※令和元年度までは「平日１日当たりの在校時間」として算出 

 
 
 
⑤土・日曜日の１日当たりの在校等時間（振替休日含む） 

※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 小学校 中学校 義務教育学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） ０時間１２分 ０時間２５分 〔０時間００分〕 〔０時間２５分〕 

〃  （Ｒ元.６月） ０時間３１分 ０時間３５分 〔０時間２９分〕 〔０時間 ０分〕 

〃  （Ｈ30.６月） １時間１６分 １時間２０分 〔３時間３０分〕 〔０時間 ０分〕 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） ０時間４３分 １時間２８分 〔２時間１７分〕 〔０時間１１分〕 

〃 （Ｒ元.６月） １時間１７分 １時間５８分 〔１時間５７分〕 〔０時間１８分〕 

〃  （Ｈ30.６月） ２時間３５分 ３時間１８分 〔５時間１２分〕 〔０時間３０分〕 

教諭等（Ｒ３.６月） ０時間１８分 １時間４３分 ３時間１５分 ０時間 ８分 

〃  （Ｒ元.６月） ０時間３５分 ２時間１７分 ０時間４４分 ０時間 ２分 

〃 （Ｈ30.６月） １時間５１分 ４時間１１分 ５時間３１分 ０時間 ０分 

※令和元年度までは「土・日曜日の１日当たりの在校時間」として算出 

 

 

 

 

 

 

職種（調査時期） 小学校 中学校 義務教育学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） ９時間３７分 ９時間４６分 〔９時間２７分〕 〔１０時間１８分〕 

〃  （Ｒ元.６月） １０時間３６分 １０時間２５分 〔１０時間４５分〕 〔１０時間４３分〕 

〃  （Ｈ30.６月） １０時間４６分 １０時間５５分 〔１０時間１１分〕 〔 ９時間５７分〕 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） １１時間 １分 １１時間１１分 〔１２時間 １分〕 〔１１時間４７分〕 

〃 （Ｒ元.６月） １２時間１８分 １２時間２４分 〔１２時間 ４分〕 〔１２時間１７分〕 

〃  （Ｈ30.６月） １２時間２７分 １２時間３８分 〔１３時間 ３分〕 〔１１時間２６分〕 

教諭等（Ｒ３.６月） ９時間５９分 １０時間２７分 １０時間２５分 ８時間５２分 

〃  （Ｒ元.６月） １１時間１３分 １１時間３６分 １１時間３１分 １０時間３５分 

〃 （Ｈ30.６月） １１時間２６分 １１時間５４分 １１時間３３分  ９時間５７分 
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（３）県立学校（中学校、高等学校、特別支援学校） 
  

①月当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える者の割合 

※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 中学校 高等学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） － １４．９％ １３．９％ 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） 〔５０．０％〕 ６２．６％ ６７．７％ 

教諭等（Ｒ３.６月） ３８．２％ ３７．４％ １３．０％ 

教諭等における県立学校全体の平均  ２９．６％ 
 
 
 
②月当たりの時間外在校等時間 ※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 中学校 高等学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） － ２９時間５４分 ３６時間５９分 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） 〔５９時間２７分〕 ６２時間２４分 ６２時間 ７分 

教諭等（Ｒ３.６月） ４４時間４３分 ４２時間４２分 ３０時間 ４分 

教諭等における県立学校全体の平均  ３８時間４０分 

 

【市町村立学校について】 

〇教諭等の「①月当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える者の割合」は６４．２％ 

だった。また、「②月当たりの時間外在校等時間」について、教諭等の平均は、県の目標で

ある４５時間以内よりも１０時間５６分多い５５時間５６分だった。特に、中学校、義務 

教育学校において、教諭等の「①月当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える者の割

合」は７０％を超え、「②月当たりの時間外在校等時間」について５０時間を超えていた。 

〇各校種とも、副校長、教頭の時間外在校等時間が他の職種よりも長く、「①月当たりの時間

外在校等時間が４５時間を超える者の割合」は９０％を超え、「②月当たりの時間外在校等

時間」は中学校、義務教育学校、特別支援学校で８０時間を超えていた。 

〇教諭等の「③平日１日当たりの時間外在校等時間」は特別支援学校を除き２時間以上で  

あった。また、副校長・教頭については全ての校種で３時間を超えていた。今年度は新型 

コロナウイルスの感染予防を図りながら、昨年度できなかった学校行事等を工夫して行う学

校もあった。感染予防のための消毒や外部機関との連絡調整等といった業務を行いながら、 

例年並みの業務があったため、業務過多の状況であったと考えられる。 

〇中学校においては全ての職種で「②月当たりの時間外在校等時間」が４５時間を超えてい

た。部活動の各種大会があるため、大会に向けた日々の練習や土、日曜日の生徒の引率業務

により時間外在校等時間が多くなったと考えられる。引き続き部活動ガイドライン及び活動

方針の順守や年間を通した活動計画の点検を行い、部活動指導に従事する時間の縮減や負担

軽減を図る必要がある。 

〇過去の結果と比較すると、「月当たりの時間外在校等時間が８０時間を超える者の割合」や

平日及び土曜日、日曜日の「１日当たりの在校等時間」は、多くの校種、職種において改善

傾向にある。しかし「１月当たりの時間在在校等時間」の平均は４５時間を超えている状況

であるため、ＩＣＴを効果的に活用し業務改善を図る等の取組を進める必要がある。 
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（参考１）高等学校の全日制と通信制・定時制の月当たりの時間外在校等時間 

職種（調査時期） 高等学校 

（全日制） 

高等学校 

（通信制・定時制） 

校長  （Ｒ３.６月） ２９時間５３分 ３０時間４８分 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） ６５時間 ８分 ４１時間４３分 

教諭等（Ｒ３.６月） ４４時間１４分 １７時間３７分 

 

（参考２）月当たりの時間外在校等時間を８０時間超える者の割合 

※〔 〕は母数が少ないため参考値  

職種（調査時期） 中学校 高等学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） － ０％ ０％ 

〃  （Ｒ元.６月） － ０．８％ ２．８％ 

〃  （Ｈ30.６月） － － － 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） 〔５０．０％〕 １５．８％ ８．１％ 

〃  （Ｒ元.６月） 〔５０．０％〕 １３．２％ ２０．３％ 

〃  （Ｈ30.６月） － － － 

教諭等（Ｒ３.６月） ８．８％ ８．４％ ０．１％ 

〃  （Ｒ元.６月） ２３．５％ ２０．６％ ０．１％ 

〃  （Ｈ30.６月） ２９．４％ ３０．２％ １．５％ 

※令和元年度までは「月当たりの時間外の在校時間が８０時間を超える者の割合」として算出 

※中学校の校長は、中高一貫校につき該当者なし 

※Ｈ３０．６月の校長、副校長・教頭のデータなし 

 

県立学校全体（教諭等）の平均   ５．７％ 
   参考：  Ｒ元．６月の平均  １４．０％ 

          Ｈ30．６月の平均  ２１．３％ 
 

 

③平日における１日当たりの時間外在校等時間 ※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 中学校 高等学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） － １時間１７分 １時間４０分 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） 〔２時間４２分〕 ２時間４５分 ２時間４８分 

教諭等（Ｒ３.６月） １時間４６分 １時間３６分 １時間２１分 

 

 

④平日の１日当たりの在校等時間  ※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 中学校 高等学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） －  ９時間 ２分  ９時間２５分 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） 〔１０時間２７分〕 １０時間３０分 １０時間３３分 

教諭等（Ｒ３.６月）  ９時間３１分  ９時間２１分  ９時間 ６分 

※令和３年度は正規の勤務時間を７時間４５分として算出 
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⑤土・日曜日の１日当たりの在校等時間（振替休日含む） 

※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 中学校 高等学校 特別支援学校 

校長  （Ｒ３.６月） － ０時間１２分 ０時間００分 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） 〔０時間００分〕 ０時間１１分 ０時間０３分 

教諭等（Ｒ３.６月） ０時間４３分 ０時間５６分 ０時間００分 

 

 

⑥月当たりの時間外在校時間        ※〔 〕は母数が少ないため参考値 

職種（調査時期） 中学校 高等学校 

（全日制） 

高等学校 

(通信制・定時制) 

特別支援学校 

校長 （Ｒ３.６月） － ３１時間００分 ３０時間４８分 ３７時間１８分 

〃  （Ｒ元.６月） － ２０時間 ６分 １６時間３１分 ３２時間４２分 

〃  （Ｈ30.６月） － － － － 

副校長・教頭（Ｒ３.６月） 〔５９時間２７分〕 ７２時間４３分 ４２時間４３分 ６６時間３８分 

〃  （Ｒ元.６月） 〔５５時間４２分〕 ６８時間２２分 ４５時間２９分 ７３時間２８分 

〃  （Ｈ30.６月） － － － － 

教諭等（Ｒ３.６月） ４４時間４３分 ４５時間５０分 １７時間５２分 ３０時間１０分 

〃  （Ｒ元.６月） ５９時間３３分 ５６時間４９分 １５時間２３分 ３２時間 ４分 

〃  （Ｈ30.６月） ６３時間５０分 ６３時間３４分 １８時間５５分 ３７時間 １分 

※令和３年度も「在校時間」として算出 
※中学校の校長は、中高一貫校につき該当者なし 

※Ｈ３０．６月の校長、副校長・教頭のデータなし 

 

 

 

 

 

 

 

【県立学校について】 

〇教諭等の「①月当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える者の割合」は、全ての校種で

４０％を下回り、教諭等の平均は２９．６％であった。副校長・教頭はどの校種も５０％を

超える割合であった。昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大予防等に係る業務が

あったことが要因の一つと考えられる。 

〇教諭等の「②月当たりの時間外在校等時間」の平均は３８時間４０分であり、県の目標及び

「学校職員の勤務時間等に関する規則」で規定された、月当たりの時間外在校等時間４５時

間以内を下回った。副校長・教頭については中学校で５９時間２７分、高等学校、特別支援

学校では６０時間を超えており、「４５時間を超える者の割合」と同様に長時間勤務の実態

が明らかとなった。「学校における働き方改革推進プラン」に掲げた取組項目を推進し、 

校長が副校長・教頭の業務量を確認しながら、引き続き業務改善や校務の平準化等、働き方

改革を進める必要がある。 

〇「（参考２）月当たりの時間外在校等時間が８０時間を超える者の割合」は、過去の結果と

比較した場合、多くの校種、職種において減少している。しかし、まだ８０時間を超える者

がいることから、業務改善や意識改革に係る取組を進めていく。 

〇教諭等の「⑥月当たりの時間外在校時間」は高等学校（通信制・定時制）を除いて減少して

おり、業務改善が図られていると推測できる。 

〇市町村立中学校と県立中学校を比較すると、県立中学校の時間外在校等時間が少なかった。

管理職等に確認したところ、部活動に係る業務改善を進め、部活動ガイドラインの順守等積

極的に働き方改革を行っている状況であった。 


